
　事務局を担当することになりましてから、やっ
と1年が経ちました。消費者問題はとても大切だ
という認識はありましたが、担当になって益々そ
の感を強くしました。消費者庁が発足して半年「消

費者にとって強い味方ができた」という意味で、
大きな役割を果たしていると思います。皆様のご
協力をいただきながら、今後も精一杯頑張ります！
どうぞよろしくお願いいたします☆＜M・Ⅰ＞　 
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　東京消費者団体連絡センターは、2010年4・5月
度定例会にて2009年度活動のまとめと2010年
度活動課題、並びに2009年度決算と2010年度
予算の承認、2010年度代表委員・事務局長の選任、
監事の選出を行い、2010年度の活動をスタート
させました。 
　昨年 9月に消費者庁・消費者委員会が発足し、
消費者目線での一元化された消費者行政がスター
トしました。2010年は、3月に閣議決定された
新たな ｢消費者基本計画｣や、1月に策定された ｢地

方消費者行政の充実・強化のためのプラン｣ のも
とで、消費者重視の消費者行政がより強力に推進
される年となるよう、私たち消費者団体も取り組
みを充実させていきます。今年度東京消費者団体
連絡センターは、東京都の区市町村消費者行政調
査に東京都生協連消費者行政連絡会と共同して取
り組みます。地域の消費者行政の充実や区市町村
とのパイプ形成、消費者団体のネットワークづく
り等を目指して、安全で安心なまちづくりの推進
の一助となるよう取り組んでいきます。 

編 集 後 記  
東京消費者団体連絡センターの参加団体（19団体：2010年5月1日現在）

●2010年度の体制 
 
◆代表委員（7名） 川島　霞子（NPO 法人東京地域婦人団体連盟）　河村真紀子（主婦連合会） 

内藤　裕子（東京都地域消費者団体連絡会）　　　根本かおる（新日本婦人の会東京都本部） 
竹内　　誠（東京都生活協同組合連合会）　　 谷茂岡正子（葛飾区消費者団体連合会） 
〆野　啓子（大田区消費者団体連絡協議会） 

北村　静子（東京南部生活協同組合）　倉地　篤子（羽村市消費生活センター運営委員会） 

矢野　洋子 
 
伊藤眞理子 

◆監事（2名）

◆事務局長

◆事務局

区市町村消費者行政調査に 
取り組んでいます☆　 

　自分の不注意と答えた人が非常に多く、自分の老いを認めたく
ないために頑張っているが、それが ｢忘れ｣ や ｢ケアレスミス｣に
つながったりする、という答えが大変多くありました。 
忙しい世の中だからこそ「ゆっくり、じっくり｣ を心がけ、お互
いに注意していきましょう☆ 
（集計結果は東京都にも届け、商品の安全対策や注意喚起の情報提供へ
の活用をお願いしました。） 

　｢弱火にしているから大丈夫だ
ろう｣「消したつもり」などの
｢・・・したつもり｣という確認ミ
スが多いのですが、商品自体に問
題がある場合は改善を求める必要
があります。火災警報器の設置な
ど「できる対策」もあります。 

｢だんぼーるこんぽすとのすすめ｣　たいら由以子氏(福岡　NPO循環生活研究所事務局長) 
（問い合わせは「消費者月間事務局」TEL.03-3267-5788まで） 

今後の予定 

　連絡センター参加団体（9団体346名）・消費者団体
(8団体75名 )の皆さんのご協力により　841枚を回収
させていただきました。 

ヒヤリハットアンケートに 
ご協力ありがとうございました！ 

まとめから 
 

原因は？ 

台　　所　  256名　ガスの消し忘れ、等 

お風呂場　  117名　滑って転んだ、等 

階　　段　  254名　段の踏み外し、等 

そ の 他　  208名　自転車の無謀運転、等 

多かった事例で断然トップは…アンケート結果

◆東京都消費者月間＜中野会場企画＞

7月28日（水）10時～11時　中野桃園地域センター 
 

◆2010年度東京都予算への要望活動（8月末から9月初旬） 
 
◆全国消費者大会（詳細は次号で） 

全体会 11月12日（金）全電通ホール（お茶の水） 分科会11月13日（土）弘済会館（麹町）

　　～30代　  84名 

40代～50代　354名 

60代～80代　388名 

不　明　　　   15名 

男性　168名 

女性　614名 

不明　  59名 

 

2010年度の活動がスタートしました 
 

●地域の消費者行政の活性化・充実、区市町村とのパイプ形成、消費者団体の連携の輪の広がり等を目指
して、東京消費者団体連絡センター (19団体 )と東京都生協連消費者行政連絡会（6生協2連合会）が
共同して、島しょ部を除く53区市町村の消費者行政アンケート調査に取り組んでいます。 

●主なアンケート項目は ｢消費者啓発・消費者教育に関して｣｢消費者団体との連携や協
働事業に関して｣等で、東京都が毎年公開している基本データとの重複は避けました。 

●地域で活動している消費者団体や生協の組合員が自治体を訪問し、消費者行政の現
状を知ったり、活性化基金の有効活用や地域の要望について意見交換するなどを通
して、私たちの活動にも活かしていきます。 
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